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８
月
20
日
、大
字
小
川
の
21
世
紀
の

森
・
紀
伊
半
島
森
林
植
物
公
園
で
、水
害

慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、明
治
22
年
の
大
水
害

や
平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
な
ど

の
水
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
追
悼
す

る
た
め
、毎
年
執
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
慰
霊
祭
に
は
、村
内
の
区
長
総
代
、関

係
団
体
、新
十
津
川
町
の
熊
田
町
長
、新

十
津
川
町
議
会
の
笹
木
議
長
、奈
良
県
の

村
井
副
知
事
、奈
良
県
議
会
の
秋
本
議

員
な
ど
多
く
の
方
に
ご
参
列
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
小
山
手
副
村
長
の
開
式
の
辞
の
後
、参

列
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
黙
と
う
が
さ
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、十
津
川
中
学

校
の
３
年
生
に
よ
る
村
民
憲
章
の
唱
和

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
更
谷
村
長
は「
犠
牲
者
の
方
々
に
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
、村
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
安

全
に
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
、災
害
に
強

い
村
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」と
式
辞
を
述
べ
、中
南
議
長
は
追

悼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、奈
良
県
の
村
井
副
知
事
や
奈
良

県
議
会
の
秋
本
議
員
が
来
賓
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ら
れ
、奈
良
県
の
村
井
副
知
事
か

ら
は「
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
や
救
急
医

療
を
支
え
る「
命
の
道
」国
道
１
６
８
号

の
整
備
を
国
と
と
も
に
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
」と
追
悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、水
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

家
族
や
参
列
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

 　昨年に引き続き、大字平谷の新

谷トシコさんから千羽鶴をいただ

き、慰霊祭にお供えしました。

　ありがとうございました。

水
害
慰
霊
祭

〜
追
悼
の
意
を
込
め
て
〜

新十津川町　熊田町長十津川村　更谷村長十津川村議会　中南議長

十津川中学校3年生による村民憲章唱和

奈良県議会　秋本議員 奈良県　村井副知事
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地
域
高
規
格
道
路
と
は

道
路
改
良
イ
メ
ー
ジ

３
箇
所
の
国
直
轄
工
事

　
村
内
を
縦
断
し
て
い
る
国
道
１
６
８
号

は
以
前
よ
り
す
れ
違
い
が
困
難
で
あ
っ
た

り
、崩
土
・
落
石
に
よ
る
通
行
止
め
に
な
っ

た
り
す
る
区
間
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、平
成
６
年
に
地
域
活
性
化
を
目
的

に
地
域
高
規
格
道
路「
五
條
新
宮
道
路
」と

し
て
計
画
路
線
の
指
定
を
国
か
ら
受
け
、

整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
高
規
格
道
路
は
、道
路
の
幅
が
代

表
的
な
も
の
で
８
．
５
メ
ー
ト
ル
と
な
っ

て
お
り
、車
幅
２
．
５
メ
ー
ト
ル
の
大
型

車
が
す
れ
違
い
可
能
な
道
路
と
し
て
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
は
、平
成

23
年
に
開
通
し
た
十
津
川
道
路（
大
字
小

原
〜
大
字
折
立
区
間
）や
、平
成
30
年
に

開
通
し
た
辻
堂
バ
イ
パ
ス（
五
條
市
大
塔

町
）で
多
く
の
人
が
実
感
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　通勤や買い物をはじめ、生活に道路は欠かせません。９
月１６日には十津川道路の平谷～折立間が開通し、私たち
の暮らしも改善されることが期待されます。
　今月は村内で令和初となる道路開通を記念して、村内で
行われている国道の整備事業を紹介します。　　　　
（取材・文＝神谷明成、資料提供＝奈良国道事務所）

　
村
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
３
か
所
が
奈
良
県
施

工
に
よ
り
開
通
し
て
お
り
、現
在
、３
か
所（
長
殿

道
路
、風
屋
川
津
・
宇
宮
原
工
区
、十
津
川
道
路
）

が
国
土
交
通
省
の
施
工
す
る
事
業
区
間
と
し
て

整
備
中
で
す
。

　
奈
良
県
内
で
、国
直
轄
工
事
が
３
か
所
も
行

わ
れ
て
い
る
市
町
村
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

 

ホテル昴

谷瀬の吊り橋

十津川村役場

開通済の地域高規格道路
事業中の地域高規格道路

凡 例

道路が
できるまで

国直轄事業道路
位置図

風屋川津・宇宮原工区

Step1
－要望・事業化－

建設中の今戸高架橋

地元のニーズを踏まえ、国へ道
路の重要性を訴えるとともに調
査や事業の予算化を要望します。
要望が認められれば事業化され
ます。

Step2
－測量・設計－

現状の地形や地盤の高さなどを
測量し、地元との協議を行いなが
ら、工事実施のための道路設計を
行います。

Step3
－用地測量・買収－

道路に必要な用地を土地所有者に
説明し、境界の立会いなどをお願
いした後、用地の測量を行います。
測量後、土地所有者にお願いし、
必要な用地を買収します。

十津川道路
　大字小原の十津川村役場から大字平
谷の豆市までの6.0kmが対象事業区間
です。平成8年に国土交通省の施工する
事業区間として事業化され、平成23年に
一部供用しました。
　令和元年９月１６日に大字折立から大字
平谷間が開通し、全線開通となります。

　風屋川津と宇宮原の2工区に分かれ、
風屋川津工区は、大字野尻の水路橋から
大字川津の丸瀬トンネル1km手前まで
の5.7kmが対象事業区間です。宇宮原
工区は大字上野地の上野地トンネルから
大字宇宮原の田長瀬トンネルまでの
1.2kmが対象事業区間です。いずれも
平成25年に国土交通省の施工する事業
区間として事業化されました。

長殿道路
　大字長殿の小休場橋から城門トンネル
（五條市との村境）までの2.7kmが対象事
業区間です。平成24年に国土交通省の施
工する事業区間として事業化されました。
　現在の道路の対岸を通り、2つのトンネ
ルと3つの橋で構成されます。平成３１年
2月には起工式が大字上野地の上野地地
区交流施設（旧上野地小学校体育館）で
行われました。

Step5
－供用開始－

工事が完了し、検査が終われば
通行開始となります。

Step4
－工事実施－

工事の進め方、安全対策について住民
の方々に説明し、工事に着手します。
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要望が認められれば事業化され
ます。

Step2
－測量・設計－

現状の地形や地盤の高さなどを
測量し、地元との協議を行いなが
ら、工事実施のための道路設計を
行います。

Step3
－用地測量・買収－

道路に必要な用地を土地所有者に
説明し、境界の立会いなどをお願
いした後、用地の測量を行います。
測量後、土地所有者にお願いし、
必要な用地を買収します。

十津川道路
　大字小原の十津川村役場から大字平
谷の豆市までの6.0kmが対象事業区間
です。平成8年に国土交通省の施工する
事業区間として事業化され、平成23年に
一部供用しました。
　令和元年９月１６日に大字折立から大字
平谷間が開通し、全線開通となります。

　風屋川津と宇宮原の2工区に分かれ、
風屋川津工区は、大字野尻の水路橋から
大字川津の丸瀬トンネル1km手前まで
の5.7kmが対象事業区間です。宇宮原
工区は大字上野地の上野地トンネルから
大字宇宮原の田長瀬トンネルまでの
1.2kmが対象事業区間です。いずれも
平成25年に国土交通省の施工する事業
区間として事業化されました。

長殿道路
　大字長殿の小休場橋から城門トンネル
（五條市との村境）までの2.7kmが対象事
業区間です。平成24年に国土交通省の施
工する事業区間として事業化されました。
　現在の道路の対岸を通り、2つのトンネ
ルと3つの橋で構成されます。平成３１年
2月には起工式が大字上野地の上野地地
区交流施設（旧上野地小学校体育館）で
行われました。

Step5
－供用開始－

工事が完了し、検査が終われば
通行開始となります。

Step4
－工事実施－

工事の進め方、安全対策について住民
の方々に説明し、工事に着手します。
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道路整備への

想い

「
十
津
川
道
路（
Ⅱ
期
）の
早
期
事
業
化
を
目
指
し
、切
れ
目
の
無
い
道
路
整
備
を
進
め
る
」

十津川村長
更谷慈禧

　
本
村
に
お
い
て
国
道
１
６
８
号
は
産

業
、医
療
、教
育
、観
光
の
振
興
に
か
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、日
々
の
生
活
を

支
え
る「
命
の
道
」で
す
。

　
平
成
23
年
９
月
の
紀
伊
半
島
大
水

害
の
際
に
は
大
字
折
立
地
内
で
地
滑
り

が
発
生
し
、一
部
供
用
開
始
前
で
あ
っ

た
十
津
川
道
路
を
急
遽
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、救
命
・
救
急
活
動
や

避
難
、物
資
の
輸
送
が
可
能
と
な
り
、そ

の
後
の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
ま
さ
に「
命
の
道
」が
実
証
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、国
道
１
６
８
号
は
、平
成
27

年
に
国
土
交
通
省
が
策
定
し
た
国
土

づ
く
り
の
戦
略
で
あ
る
国
土
形
成
計
画

（
広
域
地
方
計
画
）に
も「
ア
ン
カ
ー
ル

ー
ト
構
想
」の
一
部
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
お
り
、今
後
発
生
が
見
込
ま
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
な
ど
の
大
地
震
の
際
に
は
、

津
波
被
害
が
予
想
さ
れ
る
沿
岸
部
を

通
ら
な
い
、重
要
な
避
難
経
路
と
な
り

ま
す
。

　
道
路
以
外
の
移
動
手
段
が
な
い
こ
の

　
現
在
、村
内
で
は
国
土
交
通
省
が
直

接
施
工
す
る
事
業
区
間
が
３
か
所
あ

り
ま
す
。
奈
良
県
内
で
３
か
所
も
事

業
を
し
て
い
る
の
は
十
津
川
村
だ
け

で
、こ
こ
ま
で
国
の
支
援
を
い
た
だ
け
る

こ
と
は
非
常
に
有
難
い
こ
と
で
す
。

　
９
月
16
日
に
は
十
津
川
道
路
が
全

線
開
通
し
ま
す
。
今
後
は
こ
の
十
津
川

道
路
の
そ
の
先
と
な
る
十
津
川
道
路

（
Ⅱ
期
）区
間（
大
字
平
谷
〜
大
字
七

色
）に
つ
い
て
早
期
に
事
業
化
さ
れ
る
よ

う
、奈
良
県
と
と
も
に
国
に
要
望
し
、切

れ
目
の
無
い
道
路
整
備
を
進
め
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
期
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
地

域
の
皆
さ
ま
方
に
は
、ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
で
村
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
す
た
め
、ま
た
紀
伊
半
島
全
体

の
命
を
守
る
た
め
、災
害
に
強
い
強
靭

な
道
路
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　平
成
13
年
の
村
長
就
任
よ
り
道
路

整
備
の
要
望
活
動
を
続
け
て
い
る
更
谷

村
長
に
、そ
の
想
い
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。

―

村
に
お
け
る
道
路
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か

―

今
後
の
道
路
整
備
の
動
き
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

ＮＴＴドコモ関西支社奈良支店と協定乾 さくらさん　
奈良県剣道大会　４大会連続優勝

　
７
月
30
日
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
関
西
支
社
奈
良
支
店
と
十

津
川
村
で
、災
害
時
の
相
互
協
力

に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
協
定
は
、災
害
時
の
通
信
手
段

の
確
保
及
び
復
旧
に
関
す
る
事

項
、避
難
所
へ
の
通
信
機
器
支
援
の

円
滑
化
を
図
る
事
項
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
携
帯
電
話
が
繋
が
ら

な
く
て
も
速
や
か
に
通
信
設
備
を
復

旧
で
き
る
よ
う
、平
時
か
ら
災
害
状

況
や
避
難
所
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

　
７
月
22
日
に
行
わ
れ
た「
第
70
回
奈

良
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
」女
子

個
人
の
部
で
乾
さ
く
ら
さ
ん（
十
津
川

中
学
校
）が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
乾
さ
ん
は
、中
学
校
１
年
生
の
秋

の
新
人
戦
か
ら
、２
年
生
の
夏
の
県

大
会
、秋
の
新
人
戦
、３
年
生
の
夏
の

県
大
会
と
４
大
会
連
続
優
勝
を
達
成

し
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活

躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、８
月
３
日
に
行
わ
れ
た「
第

67
回
十
津
川
剣
道
大
会
」中
学
生
女

子
個
人
の
部
で
も
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

①海士町の「高校魅力化
プロジェクト」について説
明を受ける。活発な質疑応
答が行われた　②隠岐の
島町にある中沼了三顕彰
碑。毎年、十津川高校の生
徒が修学旅行で訪れる。 2 1

十津川道路（Ⅱ期）（未事業化）

　十津川道路（Ⅰ期）の延伸となる大字平谷から大

字七色の区間。

　平成２３年の紀伊半島大水害以降８か所の崩壊

が発生し、延べ１３２日間もの通行止めが発生して

いることから、早急な整備が求められています。

村議会行政視察

「高校魅力化の取り組み」を学ぶ
―誰もが行きたい、行かせたいー

　
７
月
25
日
か
ら
26
日
に
か

け
て
島
根
県
の
隠
岐
の
島
町

と
海
士
町
へ
の
村
議
会
の
行
政

視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
海
士
町
で
は
、廃
校
の
危

機
に
あ
り
な
が
ら
生
徒
数
を

増
や
し
た
実
績
を
持
つ
隠
岐

島
前
高
校
の「
高
校
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
、将
来
的

に
島
内
で
の
就
業
を
目
的
に

し
た
様
々
な
魅
力
化
の
施
策

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、隠
岐
の
島
町
出
身

で
、文
武
館（
現
在
の
十
津
川

高
校
）創
設
に
関
わ
っ
た
中
沼

了
三
の
生
家
跡
地
と
顕
彰
碑

を
訪
れ
、中
沼
了
三
顕
彰
会

の
方
か
ら
文
武
館
の
誕
生
と

歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
、高
校
魅

力
化
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、十
津
川
高
校
と
行
政
、住

民
の
協
働
体
制
で
、更
な
る

取
り
組
み
に
臨
む
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

ど
う
ぜ
ん
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 2019.9 村報とつかわ 6

道路整備への

想い

「
十
津
川
道
路（
Ⅱ
期
）の
早
期
事
業
化
を
目
指
し
、切
れ
目
の
無
い
道
路
整
備
を
進
め
る
」

十津川村長
更谷慈禧

　
本
村
に
お
い
て
国
道
１
６
８
号
は
産

業
、医
療
、教
育
、観
光
の
振
興
に
か
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、日
々
の
生
活
を

支
え
る「
命
の
道
」で
す
。

　
平
成
23
年
９
月
の
紀
伊
半
島
大
水

害
の
際
に
は
大
字
折
立
地
内
で
地
滑
り

が
発
生
し
、一
部
供
用
開
始
前
で
あ
っ

た
十
津
川
道
路
を
急
遽
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、救
命
・
救
急
活
動
や

避
難
、物
資
の
輸
送
が
可
能
と
な
り
、そ

の
後
の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
ま
さ
に「
命
の
道
」が
実
証
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、国
道
１
６
８
号
は
、平
成
27

年
に
国
土
交
通
省
が
策
定
し
た
国
土

づ
く
り
の
戦
略
で
あ
る
国
土
形
成
計
画

（
広
域
地
方
計
画
）に
も「
ア
ン
カ
ー
ル

ー
ト
構
想
」の
一
部
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
お
り
、今
後
発
生
が
見
込
ま
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
な
ど
の
大
地
震
の
際
に
は
、

津
波
被
害
が
予
想
さ
れ
る
沿
岸
部
を

通
ら
な
い
、重
要
な
避
難
経
路
と
な
り

ま
す
。

　
道
路
以
外
の
移
動
手
段
が
な
い
こ
の

　
現
在
、村
内
で
は
国
土
交
通
省
が
直

接
施
工
す
る
事
業
区
間
が
３
か
所
あ

り
ま
す
。
奈
良
県
内
で
３
か
所
も
事

業
を
し
て
い
る
の
は
十
津
川
村
だ
け

で
、こ
こ
ま
で
国
の
支
援
を
い
た
だ
け
る

こ
と
は
非
常
に
有
難
い
こ
と
で
す
。

　
９
月
16
日
に
は
十
津
川
道
路
が
全

線
開
通
し
ま
す
。
今
後
は
こ
の
十
津
川

道
路
の
そ
の
先
と
な
る
十
津
川
道
路

（
Ⅱ
期
）区
間（
大
字
平
谷
〜
大
字
七

色
）に
つ
い
て
早
期
に
事
業
化
さ
れ
る
よ

う
、奈
良
県
と
と
も
に
国
に
要
望
し
、切

れ
目
の
無
い
道
路
整
備
を
進
め
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
期
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
地

域
の
皆
さ
ま
方
に
は
、ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
で
村
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
す
た
め
、ま
た
紀
伊
半
島
全
体

の
命
を
守
る
た
め
、災
害
に
強
い
強
靭

な
道
路
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　平
成
13
年
の
村
長
就
任
よ
り
道
路

整
備
の
要
望
活
動
を
続
け
て
い
る
更
谷

村
長
に
、そ
の
想
い
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。

―

村
に
お
け
る
道
路
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か

―

今
後
の
道
路
整
備
の
動
き
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

ＮＴＴドコモ関西支社奈良支店と協定乾 さくらさん　
奈良県剣道大会　４大会連続優勝

　
７
月
30
日
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
関
西
支
社
奈
良
支
店
と
十

津
川
村
で
、災
害
時
の
相
互
協
力

に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
協
定
は
、災
害
時
の
通
信
手
段

の
確
保
及
び
復
旧
に
関
す
る
事

項
、避
難
所
へ
の
通
信
機
器
支
援
の

円
滑
化
を
図
る
事
項
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
携
帯
電
話
が
繋
が
ら

な
く
て
も
速
や
か
に
通
信
設
備
を
復

旧
で
き
る
よ
う
、平
時
か
ら
災
害
状

況
や
避
難
所
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

　
７
月
22
日
に
行
わ
れ
た「
第
70
回
奈

良
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
」女
子

個
人
の
部
で
乾
さ
く
ら
さ
ん（
十
津
川

中
学
校
）が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
乾
さ
ん
は
、中
学
校
１
年
生
の
秋

の
新
人
戦
か
ら
、２
年
生
の
夏
の
県

大
会
、秋
の
新
人
戦
、３
年
生
の
夏
の

県
大
会
と
４
大
会
連
続
優
勝
を
達
成

し
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活

躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、８
月
３
日
に
行
わ
れ
た「
第

67
回
十
津
川
剣
道
大
会
」中
学
生
女

子
個
人
の
部
で
も
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

①海士町の「高校魅力化
プロジェクト」について説
明を受ける。活発な質疑応
答が行われた　②隠岐の
島町にある中沼了三顕彰
碑。毎年、十津川高校の生
徒が修学旅行で訪れる。 2 1

十津川道路（Ⅱ期）（未事業化）

　十津川道路（Ⅰ期）の延伸となる大字平谷から大

字七色の区間。

　平成２３年の紀伊半島大水害以降８か所の崩壊

が発生し、延べ１３２日間もの通行止めが発生して

いることから、早急な整備が求められています。

村議会行政視察

「高校魅力化の取り組み」を学ぶ
―誰もが行きたい、行かせたいー

　
７
月
25
日
か
ら
26
日
に
か

け
て
島
根
県
の
隠
岐
の
島
町

と
海
士
町
へ
の
村
議
会
の
行
政

視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
海
士
町
で
は
、廃
校
の
危

機
に
あ
り
な
が
ら
生
徒
数
を

増
や
し
た
実
績
を
持
つ
隠
岐

島
前
高
校
の「
高
校
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
、将
来
的

に
島
内
で
の
就
業
を
目
的
に

し
た
様
々
な
魅
力
化
の
施
策

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、隠
岐
の
島
町
出
身

で
、文
武
館（
現
在
の
十
津
川

高
校
）創
設
に
関
わ
っ
た
中
沼

了
三
の
生
家
跡
地
と
顕
彰
碑

を
訪
れ
、中
沼
了
三
顕
彰
会

の
方
か
ら
文
武
館
の
誕
生
と

歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
、高
校
魅

力
化
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、十
津
川
高
校
と
行
政
、住

民
の
協
働
体
制
で
、更
な
る

取
り
組
み
に
臨
む
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

ど
う
ぜ
ん
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ふ
れ
あ
い
の
夏

―

第
21
回
　
昴
の
郷
ふ
れ
あ
い
物
語―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
17
日

揺
れ
太
鼓

―
第
28
回
　
つ
り
橋
ま
つ
り―

　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
4
日

①各地区の個性と魅力が詰まった盆踊りが披露さ

れた　②夏の夕空に提灯が灯る　③司会を務めた

十津川郷観光大使の池上真由美さん　④村で見

ることのない白バイの乗車体験　⑤今年は「昴の

郷30周年」を記念し、紅白出場演歌歌手の香西か

おりさんによるコンサートが行われた　⑥西川踊

り保存会による大踊り

①OMC十津川太鼓倶楽部「真目

魂」による揺れ太鼓　②大字谷

瀬地区の盆踊り　③④気持ちの

こもった熱いパフォーマンス　⑤

ファイヤーパフォーマンス　⑥大

人気の中野村バンドリーによるダ

ンス　⑦十津川郷観光大使の池

上真由美さんによる演歌　⑧フ

ィナーレの打ち上げ花火
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高校だより 教育だより
第132号

【お問い合わせ】
村教育委員会事務局
TEL
0746(62)0067

　
８
月
10
日
、大
阪
工
業
大
学
の
協
力
で
、

住
民
ホ
ー
ル
で「
親
子
理
科
教
室
」を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
紙
と
ペ
ン
で
出
来
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
し
て
、色
を
読
み
取

っ
て
行
動
す
る
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
迷
路
を

走
ら
せ
る
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
大
阪
工
業
大
学
の
学
生
も
参

加
し
、子
ど
も
達
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い

ま
し
た
。
小
さ
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
ゴ
ー
ル
す

る
ま
で
の
時
間
を
競
い
な
が
ら
、楽
し
く

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
初
歩
に
触
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
８
月
26
日
か
ら
３
日
間
、

十
津
川
第
二
小
学
校
で
、

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」が
開

催
さ
れ
、村
内
小
学
５
・
６

年
生
の
希
望
者
10
人
の
児

童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
奈
良
教
育
大
学
教
職
大

学
院
の
院
生
た
ち
に
よ
る
、

工
夫
さ
れ
た
熱
気
の
こ
も

っ
た
授
業
が
行
わ
れ
、「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
取
り
入

れ
た
社
会
科
」や「
あ
る
テ

ー
マ
に
対
し
て
意
見
を
戦

わ
せ
る
討
論
会
」な
ど
、楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
、実
り
あ

る
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
、下
葛
川
公
民

館
で
、村
史
編
さ
ん
委
員
会

地
理
部
会
の
報
告
・
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
奈
良
教
育
大
学
河
本
大
地

准
教
授
の
ほ
か
、松
田
流
斗

さ
ん（
院
生
）・
焦
自
然
さ
ん

（
研
究
生
）・
胡
安
征
さ
ん（
研

究
生
）が
、下
葛
川
の
旧
中
学

校（
第
七
中
学
校
）を
中
心
と

し
た
学
校
教
育
に
関
す
る
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
卒
業
生
や
教
員
を
さ
れ

て
い
た
人
、下
葛
川
に
縁
の

あ
る
人
に
村
内
外
よ
り
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、当
時
の

情
報
や
思
い
出
話
を
教
え

て
も
ら
う
な
ど
、質
疑
応
答

も
活
発
に
行
な
わ
れ
る
有

意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

■小学生サマースクール 開催
奈良教育大学教職大学院と学習交流

■親子理科教室開催
大工大とプログラミング学習

■村史編さん委員会
地理部会　報告・交流会

学校行事

部活動

のら文庫
だより

のら文庫
役場玄関入ってすぐの文庫です。
図書の貸出しや資料の閲覧を行っ
ています。
　開館／平日　8:30～17:15
　休館／役場の閉庁日
　◆貸出上限　ひとり５冊
　◆貸出期間　３週間まで

◆新着おすすめ図書◆

■児童

■一般

『
オ
ニ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
』

富
安
陽
子
／
文

大
島
妙
子
／
絵

　赤鬼のオニガワラ・ケンは、
地獄カンパニーの平社員。び
しっとスーツで決め、愛妻弁当
と金棒持って、満員バスで出勤。
閻魔大王の指示で血の池地獄
の見張りについたが…。

『
天
下
一
の
軽
口
男
』

木
下
昌
輝
／
著

　時は江戸時代中期。笑いで
権力に歯向かい、物真似や滑稽
話で天下一の笑話の名人と呼
ばれた男がいた。上方落語の
祖・米沢彦八の一代記。

ボランティア部
　８月４日の「第28回つり橋まつり」
にボランティア部の生徒が参加しま
した。テント設営や灯籠の設置、ろ
うそくの入れ替え作業などを行い、
当日はボランティアの空き時間に祭
りを楽しむこともでき、生徒たちに
とって有意義な一日となりました。

工芸部
　７月27日から31日まで佐賀県立美
術館・博物館で「第43回全国高等学
校総合文化祭佐賀大会」が行われ、美
術・工芸部門に３年生の近水亮介さん
の作品「光のみのり」が奈良県代表とし
て出品しました。全国の生徒たちと一
緒に作品の鑑賞会やワークショップ、
講評会を行い交流を深めました。

県高校生議会
　７月26日から８月27日まで、奈良
県立教育研究所で工芸コースの作
品展を行いました。平成30年度工
芸コース卒業生の卒業作品と在校生
の作品を展示し、多くの人に作品の
木の温かみや生徒の成果を見てい
ただきました。
　また、９月20日（金）から９月28日
（土）には、イオンモール橿原で作品
展を予定しています。ぜひお越しく
ださい。

工芸コース作品展
　８月19日に奈良県庁議会棟で奈良
県高校生議会が行われ、本校からは３年
生４人が参加しました。小峠陽太さん
が議長を務め、岡田覚さんと仮屋成珠
さんは、「十津川地域を中心とした奈良
県南部の産業活性化や災害ボランティ
アへの県の支援」の質問を行い、荒井知
事より答弁をいただきました。
　また、松谷瞭さんは、「災害の学習環
境等」について提言を行いました。
　議会終了後、４人は「緊張したが良い
経験になった」と話しました。

役場業務を体験
　７月24日と25日の２日間、３年生
の福田駿さんが役場で職場体験を
行いました。
　各大字に配布する回覧文書の発
送や共同飲料水現地調査などを役
場職員と一緒に行い、働くことの厳し
さや楽しさを経験しました。

村報とつかわ 2019.911  2019.9 村報とつかわ 10



高校だより 教育だより
第132号

【お問い合わせ】
村教育委員会事務局
TEL
0746(62)0067
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８
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理
部
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流
会
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。
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流
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さ
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究
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究
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。
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縁
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　休館／役場の閉庁日
　◆貸出上限　ひとり５冊
　◆貸出期間　３週間まで

◆新着おすすめ図書◆
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ばれた男がいた。上方落語の
祖・米沢彦八の一代記。

ボランティア部
　８月４日の「第28回つり橋まつり」
にボランティア部の生徒が参加しま
した。テント設営や灯籠の設置、ろ
うそくの入れ替え作業などを行い、
当日はボランティアの空き時間に祭
りを楽しむこともでき、生徒たちに
とって有意義な一日となりました。

工芸部
　７月27日から31日まで佐賀県立美
術館・博物館で「第43回全国高等学
校総合文化祭佐賀大会」が行われ、美
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て出品しました。全国の生徒たちと一
緒に作品の鑑賞会やワークショップ、
講評会を行い交流を深めました。

県高校生議会
　７月26日から８月27日まで、奈良
県立教育研究所で工芸コースの作
品展を行いました。平成30年度工
芸コース卒業生の卒業作品と在校生
の作品を展示し、多くの人に作品の
木の温かみや生徒の成果を見てい
ただきました。
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ださい。

工芸コース作品展
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　７月24日と25日の２日間、３年生
の福田駿さんが役場で職場体験を
行いました。
　各大字に配布する回覧文書の発
送や共同飲料水現地調査などを役
場職員と一緒に行い、働くことの厳し
さや楽しさを経験しました。
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情報広場です

　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 （総務・防災）62-0001
　　 （企画）62-0910
産業 （観光）62-0004
　　 （農業）62-0005
　　 （林業）62-0909
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0033（直通）
　　 （道路）62-0904
　　 （ダム）62-0907
　　 （水道）62-0908

福祉 62-0901・62-0902
施設 62-0905
出納 62-0906

　　－　庁舎３階　－
議会事務局 62-0002

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

【
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
等
に
つ
い
て
】

　
１０
月
の
消
費
税
率
１０
％
へ
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、一
部
の
事
業
者
は
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
へ
の
対
応
が
必
要

で
す
。
こ
の
対
応
に
係
る
補
助
制
度

（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
消
費

税
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
）に
つ
い

て
、要
件
と
な
る
レ
ジ
購
入
契
約
の
締

結
期
限
は
９
月
３０
日（
金
）ま
で
で
す
。

　
補
助
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、早
急
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

〈
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・・・http://kzt-hojo.jp/

〉

■問  

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

（（
独
）中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）

　〈
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉　

☎
０
１
２
０
・
３
９
８
・
１
１
１

(

通
話
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。)

ま
た
は
、

☎
０
５
７
０
・
０
８
１
・
２
２
２

(

通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。)

〈
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら
の
問
合
せ
先
〉

☎
０
３
・
６
６
２
７
・
１
３
１
７

(

通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。)

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
し
ま
す
！
】

　
村
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
官
公
庁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
シ
ス
テ
ム
で
売
却
し
ま
す
。

　公
売
方
法

　
官
公
庁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
せ
り
売
り

参
加
申
込
期
間

　
９
月
２６
日（
木
）午
後
１
時
か
ら

　
１０
月
１１
日（
金
）午
後
１１
時
ま
で

公
売
期
間

　
１０
月
１８
日（
金
）午
後
１
時
か
ら

　
１０
月
２０
日（
日
）午
後
11
時
ま
で

買
受
代
金
納
付
期
限

　
１０
月
２８
日（
月
）午
後
２
時
ま
で

参
加
申
込
方
法

　
９
月
２６
日（
木
）よ
り
左
記
の
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
か
ら
行
え
ま
す
。

https://koubai.auctions.yahoo.
co.jp

【
水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ
】

　
令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら
消
費

税
が
８
％
か
ら
１０
％
に
改
定
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、１０
月
ご
利
用
分
か

ら
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
２０
㎜
か
ら
５０
㎜
の
そ
れ
ぞ
れ
の
口

径
に
つ
き
ま
し
て
も
、消
費
税
増
税

分
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、１０
月
１０
日
発
送
の
請
求
書

（
１０
月
31
日
引
き
落
と
し
分
）は
、９

月
ご
利
用
分
で
す
の
で
、消
費
税

８
％
で
の
ご
請
求
で
す
。

■問  

役
場
　
建
設
課
　
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
４
６
・
６
２
・
０
９
０
８

　
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加

す
る
に
は
入
札
し
た
い
物
件
ご
と

に
参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

　
入
札
し
た
い
物
件
の
詳
細
ペ
ー

ジ
か
ら
参
加
申
込
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
参
加
申
込
を
行
っ
たY

ahoo!ID

で
の
み
入
札
で
き
ま
す
。

参
加
条
件

　
一
部
の
例
外
を
除
き
、２０
歳
以
上

の
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
が
、公
売
補
償
金
の
納

付
が
条
件
で
す
。
詳
し
く
は
十
津

川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

公
売
物
件

　
日
本
の
貨
幣
セ
ッ
ト

　
ス
ピ
ー
カ
ー

　
が
ま
口
財
布

　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
箱
入
り

　
イ
ヤ
リ
ン
グ

　
皿
セ
ッ
ト
箱
入
り

　
花
瓶
木
箱
入
り

下
見
会

　
公
売
物
件
を
実
際
に
ご
覧
に
な
る

機
会
と
し
て
、下
見
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
落
札
さ
れ
た
物
件
は
返
品
交
換
が

一
切
で
き
ま
せ
ん
の
で
、下
見
で
物
件

を
ご
確
認
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
下
見
を
希
望
さ
れ
る
人
は
財
政
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
物
件
の
詳
細
は
、９
月
26
日（
木
）

以
降
に
十
津
川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

http
s://w

w
w
.vill.totsukaw

a.
lg.jp■問  

財
政
課

☎
０
７
４
６
・
６
２
・
０
９
０
３

【
日
本
の
祭
り
in
な
ら
・
か
し
は
ら
２
０
１
９
】

　
第
２７
回
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大

会「
地
域
伝
統
芸
能
に
よ
る
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
大
会
な
ら
・
か
し

は
ら
」に
十
津
川
村
か
ら
、「
西
川

大
踊
り
保
存
会
・
小
原
踊
り
保
存

会
・
武
蔵
踊
保
存
会
」が
２８
日（
サ

ブ
会
場
）に
出
演
予
定
で
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

■時  

９
月
２８
日（
土
）〜
２９
日（
日
）

■所  〈
メ
イ
ン
会
場
〉

　
橿
原
文
化
会
館

　（
奈
良
県
橿
原
市
北
八
木
町
三

　
丁
目
６５
番
５
号
）

〈
サ
ブ
会
場
〉

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
ア
リ
ー
ナ
奈
良

　（
奈
良
県
橿
原
市
畝
傍
町
５１
番
地
）

■問  

第
２７
回
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大

会「
地
域
伝
統
芸
能
に
よ
る
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
大
会
な
ら
・
か
し
は

ら
」実
行
委
員
会
開
催
地
事
務
局

☎
０
７
４
２
・
９
４
・
３
３
７
３

【
無
料
調
停
相
談
〜
一
人
で
悩
ま
な
い

で
、お
気
軽
に
、ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　
調
停
は
、裁
判
の
よ
う
に
勝
ち

負
け
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、話

し
合
い
に
よ
り
お
互
い
が
合
意
す

る
こ
と
で
、も
め
ご
と
の
解
決
を

図
る
手
続
き
で
す
。

　
夫
婦
関
係
調
整
・
養
育
費
・
婚

姻
費
用
・
相
続
・
金
銭
・
交
通
事

故
・
土
地
な
ど
の
も
め
ご
と
に
つ

い
て
、裁
判
所
の
調
停
委
員
が
調

停
手
続
き
の
利
用
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■時  

10
月
4
日（
金
）

　 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■所  十
津
川
村
役
場
1
階 

第
1
会
議
室

■申  事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問  奈
良
地
方
裁
判
所
　
総
務
課

☎
０
７
４
２
・
８
８
・
２
０
６
４

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
・
ポ
イ
ン
ト

還
元
に
つ
い
て
】

　
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
手
段
を
使
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
支
援

す
る「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
」の
加
盟
店
登
録
手
続
き
は
、申
込
数
の

状
況
に
よ
り
、１０
月
１
日
か
ら
の
制
度
参
加

に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
の
加
盟
店
登
録
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、契
約
さ
れ
て
い
る
決
済
事
業
者

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

既
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し
て
い
る

事
業
者
も
、改
め
て
決
済
事
業
者
を
通
じ
て
加
盟

店
登
録
を
し
な
け
れ
ば
、ポ
イ
ン
ト
還
元
の
対
象

店
舗
と
は
な
ら
な
い
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・・・https:// cashless.go.jp/

〉

■問  

ポ
イ
ン
ト
還
元
問
合
せ
窓
口（
一
般
社
団

法
人
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
）

☎
０
５
７
０
・
０
０
０
・
６
５
５

（
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。）

〈
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら
の
問
合
せ
先
〉　

☎
０
４
２
・
３
０
３
・
４
２
０
３

（
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。）

 

                          

口
径
１３
㎜
の
基
本
料
金

９
月
分
ま
で

　
　
　
　
　
１
，３
８
２
円
　

 

１０
月
分
か
ら

　
　
　
　
　
１
，４
０
８
円
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情報広場です

　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 （総務・防災）62-0001
　　 （企画）62-0910
産業 （観光）62-0004
　　 （農業）62-0005
　　 （林業）62-0909
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0033（直通）
　　 （道路）62-0904
　　 （ダム）62-0907
　　 （水道）62-0908

福祉 62-0901・62-0902
施設 62-0905
出納 62-0906

　　－　庁舎３階　－
議会事務局 62-0002

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

【
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
等
に
つ
い
て
】

　
１０
月
の
消
費
税
率
１０
％
へ
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、一
部
の
事
業
者
は
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
へ
の
対
応
が
必
要

で
す
。
こ
の
対
応
に
係
る
補
助
制
度

（
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
消
費

税
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
）に
つ
い

て
、要
件
と
な
る
レ
ジ
購
入
契
約
の
締

結
期
限
は
９
月
３０
日（
金
）ま
で
で
す
。

　
補
助
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、早
急
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

〈
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・・・http://kzt-hojo.jp/

〉

■問  

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

（（
独
）中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）

　〈
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉　

☎
０
１
２
０
・
３
９
８
・
１
１
１

(

通
話
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。)

ま
た
は
、

☎
０
５
７
０
・
０
８
１
・
２
２
２

(

通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。)

〈
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら
の
問
合
せ
先
〉

☎
０
３
・
６
６
２
７
・
１
３
１
７

(

通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。)

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
し
ま
す
！
】

　
村
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
官
公
庁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
シ
ス
テ
ム
で
売
却
し
ま
す
。

　公
売
方
法

　
官
公
庁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
せ
り
売
り

参
加
申
込
期
間

　
９
月
２６
日（
木
）午
後
１
時
か
ら

　
１０
月
１１
日（
金
）午
後
１１
時
ま
で

公
売
期
間

　
１０
月
１８
日（
金
）午
後
１
時
か
ら

　
１０
月
２０
日（
日
）午
後
11
時
ま
で

買
受
代
金
納
付
期
限

　
１０
月
２８
日（
月
）午
後
２
時
ま
で

参
加
申
込
方
法

　
９
月
２６
日（
木
）よ
り
左
記
の
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
か
ら
行
え
ま
す
。

https://koubai.auctions.yahoo.
co.jp

【
水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ
】

　
令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら
消
費

税
が
８
％
か
ら
１０
％
に
改
定
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、１０
月
ご
利
用
分
か

ら
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
２０
㎜
か
ら
５０
㎜
の
そ
れ
ぞ
れ
の
口

径
に
つ
き
ま
し
て
も
、消
費
税
増
税

分
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、１０
月
１０
日
発
送
の
請
求
書

（
１０
月
31
日
引
き
落
と
し
分
）は
、９

月
ご
利
用
分
で
す
の
で
、消
費
税

８
％
で
の
ご
請
求
で
す
。

■問  

役
場
　
建
設
課
　
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
４
６
・
６
２
・
０
９
０
８

　
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加

す
る
に
は
入
札
し
た
い
物
件
ご
と

に
参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

　
入
札
し
た
い
物
件
の
詳
細
ペ
ー

ジ
か
ら
参
加
申
込
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
参
加
申
込
を
行
っ
たY

ahoo!ID

で
の
み
入
札
で
き
ま
す
。

参
加
条
件

　
一
部
の
例
外
を
除
き
、２０
歳
以
上

の
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
が
、公
売
補
償
金
の
納

付
が
条
件
で
す
。
詳
し
く
は
十
津

川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

公
売
物
件

　
日
本
の
貨
幣
セ
ッ
ト

　
ス
ピ
ー
カ
ー

　
が
ま
口
財
布

　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
箱
入
り

　
イ
ヤ
リ
ン
グ

　
皿
セ
ッ
ト
箱
入
り

　
花
瓶
木
箱
入
り

下
見
会

　
公
売
物
件
を
実
際
に
ご
覧
に
な
る

機
会
と
し
て
、下
見
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
落
札
さ
れ
た
物
件
は
返
品
交
換
が

一
切
で
き
ま
せ
ん
の
で
、下
見
で
物
件

を
ご
確
認
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
下
見
を
希
望
さ
れ
る
人
は
財
政
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
物
件
の
詳
細
は
、９
月
26
日（
木
）

以
降
に
十
津
川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

http
s://w

w
w
.vill.totsukaw

a.
lg.jp■問  

財
政
課

☎
０
７
４
６
・
６
２
・
０
９
０
３

【
日
本
の
祭
り
in
な
ら
・
か
し
は
ら
２
０
１
９
】

　
第
２７
回
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大

会「
地
域
伝
統
芸
能
に
よ
る
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
大
会
な
ら
・
か
し

は
ら
」に
十
津
川
村
か
ら
、「
西
川

大
踊
り
保
存
会
・
小
原
踊
り
保
存

会
・
武
蔵
踊
保
存
会
」が
２８
日（
サ

ブ
会
場
）に
出
演
予
定
で
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

■時  

９
月
２８
日（
土
）〜
２９
日（
日
）

■所  〈
メ
イ
ン
会
場
〉

　
橿
原
文
化
会
館

　（
奈
良
県
橿
原
市
北
八
木
町
三

　
丁
目
６５
番
５
号
）

〈
サ
ブ
会
場
〉

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
ア
リ
ー
ナ
奈
良

　（
奈
良
県
橿
原
市
畝
傍
町
５１
番
地
）

■問  
第
２７
回
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大

会「
地
域
伝
統
芸
能
に
よ
る
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
大
会
な
ら
・
か
し
は

ら
」実
行
委
員
会
開
催
地
事
務
局

☎
０
７
４
２
・
９
４
・
３
３
７
３

【
無
料
調
停
相
談
〜
一
人
で
悩
ま
な
い

で
、お
気
軽
に
、ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　
調
停
は
、裁
判
の
よ
う
に
勝
ち

負
け
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、話

し
合
い
に
よ
り
お
互
い
が
合
意
す

る
こ
と
で
、も
め
ご
と
の
解
決
を

図
る
手
続
き
で
す
。

　
夫
婦
関
係
調
整
・
養
育
費
・
婚

姻
費
用
・
相
続
・
金
銭
・
交
通
事

故
・
土
地
な
ど
の
も
め
ご
と
に
つ

い
て
、裁
判
所
の
調
停
委
員
が
調

停
手
続
き
の
利
用
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■時  

10
月
4
日（
金
）

　 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■所  十
津
川
村
役
場
1
階 

第
1
会
議
室

■申  事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問  奈
良
地
方
裁
判
所
　
総
務
課

☎
０
７
４
２
・
８
８
・
２
０
６
４

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
・
ポ
イ
ン
ト

還
元
に
つ
い
て
】

　
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
手
段
を
使
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
支
援

す
る「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
」の
加
盟
店
登
録
手
続
き
は
、申
込
数
の

状
況
に
よ
り
、１０
月
１
日
か
ら
の
制
度
参
加

に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
の
加
盟
店
登
録
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、契
約
さ
れ
て
い
る
決
済
事
業
者

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

既
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し
て
い
る

事
業
者
も
、改
め
て
決
済
事
業
者
を
通
じ
て
加
盟

店
登
録
を
し
な
け
れ
ば
、ポ
イ
ン
ト
還
元
の
対
象

店
舗
と
は
な
ら
な
い
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・・・https:// cashless.go.jp/

〉

■問  

ポ
イ
ン
ト
還
元
問
合
せ
窓
口（
一
般
社
団

法
人
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
）

☎
０
５
７
０
・
０
０
０
・
６
５
５

（
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。）

〈
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら
の
問
合
せ
先
〉　

☎
０
４
２
・
３
０
３
・
４
２
０
３

（
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。）

 

                          

口
径
１３
㎜
の
基
本
料
金

９
月
分
ま
で

　
　
　
　
　
１
，３
８
２
円
　

 

１０
月
分
か
ら

　
　
　
　
　
１
，４
０
８
円
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上記対象の人には、9月中に請求書が送付されます。

※5月以降、世帯に変更などがあり対象となられる人はお問い合わせください。

健康だより

お問い合わせ　住民課　保健衛生係　0746－６２－０９１１

お問い合わせ　南和広域医療企業団　南奈良総合医療センター　℡ 0747-54-5000

☆ がん検診などに伴う精密検査受診に係る
選定療養費(1,080円)が不要になりました‼

１に運動,２に食事,
しっかり禁煙,最後にクスリ

精密検査結果通知がん検診

検診 結果

　南奈良総合医療センターは、奈良県立医科大学附属病院との
グループ指定により、厚生労働省から「地域がん診療病院」の指
定を受けています。

「健康普及月間」とは、健康に対する国民一人一人の自覚を高めて、
健康づくりの実践を促進していくことが目的です。

南奈良総合医療センターからのお知らせ

厚生労働省からのお知らせ

以下の支給要件をすべて満たしている人が対象となります。
　①65歳以上※1で、老齢基礎年金※2を受けている
　②請求する人の世帯全員の市町村民税が非課税となっている
　③前年の年金収入額とその他の所得額の合計が879,300円以下である
　※1　請求書は、65歳になる誕生日の前日以降にご提出ください。
　※2　旧法の老齢年金、旧共済の退職年金、その他の老齢・退職を支給事由とする年金であって、
　　　  政令で定める年金についても対象となります。

障害年金生活者支援給付金の概要

▶大和高田年金事務所　　☎0745（22）3531
▶住民課（国民年金窓口）　☎0746（62）0900

お問い合わせ―――

年金生活者支援給付金請求手続きのご案内
（2019年10月から制度開始）

年金生活者支援給付金は、消費税率引き上げ分を活用し、公的年金などの収入
や所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するために、年金に上
乗せして支給されるものです。

支給要件

以下の支給要件をすべて満たしている人が対象となります。
　①障害基礎年金※1を受けている
　②前年の所得額が「4,621,000円+扶養親族の数×38万円※2」以下である
　※1　旧法の障害年金、旧共済の障害年金であって、政令で定める年金についても対象となります。
　※2　同一生計配偶者のうち70歳以上の者または老人扶養親族の場合は48万円、特定扶養親族または
　　　  16歳以上19歳未満の扶養親族の場合は63万円となります。

支給要件

遺族年金生活者支援給付金の概要

以下の支給要件をすべて満たした人が対象となります。
　①遺族基礎年金を受けている
　②前年の所得額が「4,621,000円+扶養親族の数×38万円※」以下である
　※　同一生計配偶者のうち70歳以上の者または老人扶養親族の場合は48万円、特定扶養親族または
　　　16歳以上19歳未満の扶養親族の場合は63万円となります。

支給要件
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国保だより

　特別な事情がないのに国保税を滞納すると、未納期間に応じて次のようなペナルティが課
せられます。長い間滞納すると、財産の差押えなどの処分を受ける場合があります。さらに、
介護保険を利用するときにも制限を受けるため、サービスが受けられないといったことも発
生します。納め忘れのないようにしましょう。

災害、その他特別な事情で国保税の納付が困難な場合は、国保税の減免が受けられる場合がありま
す。早めに役場財政課の窓口にご相談ください。

今月は、国保税第４期の納期です。
納期限は9月30日ですので、納期内に忘れず納めましょう！

▶国保税に関することは・・・・・財　政　課　☎0746（62）0903
▶保険証や医療に関することは・・住　民　課　☎0746（62）0911

【お問い合わせ先】財政課 ☎0746-62-0903
―　お問い合わせ　―

国保税の納付が困難なときはご相談ください・・・

保険証の代わりに「資格証明書」が交付されます。
資格証明書は保険証ではありませんので、お医者さんにかかるときは、いったん医療費を
全額自己負担することになります。
後日、領収書を添えて申請すれば、国保の給付分（7割から8割）の払い戻しを受けられます。

国保の給付分（7割から8割）の全部または一部が差し止めになります。
また、介護保険の第2号被保険者がいる場合は、介護保険の給付も制限される場合があり
ます。

差し止められた国保の給付分（7割から8割）から滞納分が差し引かれます。
また、財産の差し押さえをする場合もあります。

督促状や催告書を送付することがあります。

有効期間の短い「短期被保険者証」が交付されます。

◆ どうしても納付が難しいときは ◆　

国保税の納付は簡単、便利な口座振替がお勧めです！

①納期限を過ぎると

②それでも納めないでいると

③納期限から１年を過ぎると

④納期限から１年６か月を過ぎると

⑤それでも納めないでいると

納税通知書など、預貯金通帳、届出印を持参して、役場指定の金融機関
【南都銀行・新宮信用金庫・奈良県農協・ゆうちょ銀行】へ直接申し込んでく
ださい。

※申込みの手続きは・・・

電話による国民健康保険税納付のご案内 ☎0120-479-207

奈良県国民健康保険税コールセンター業務の実施について

　早期納付による収納率向上及び累積滞納を未然に防止することを
目的として、平成３０年度より奈良県国民健康保険団体連合会では「奈
良県国民健康保険料（税）コールセンター」を設置しています。この
コールセンター業務に十津川村も参加しています。

業務内容

令和元年８月～令和２年３月

実施期間

ＨＡＲＶＥＲ（ハーヴェイ）株式会社

委託業者

電話番号

国民健康保険税について納期限を過ぎても納付の確認ができない人

※納付いただいてから入金確認ができるまでに日数がかかるため、

行き違いで電話をする場合がありますので、あらかじめご了承ください。

対象者

コールセンターが、金融機関名や口座番号を

指定し、振り込みを指示するような案内をす

ることは一切ありません。不審な電話があっ

た場合は、役場財政課までご連絡ください。

振り込め
詐欺に
ご注意を!!



 2019.9 村報とつかわ 16村報とつかわ 2019.917

国保だより

　特別な事情がないのに国保税を滞納すると、未納期間に応じて次のようなペナルティが課
せられます。長い間滞納すると、財産の差押えなどの処分を受ける場合があります。さらに、
介護保険を利用するときにも制限を受けるため、サービスが受けられないといったことも発
生します。納め忘れのないようにしましょう。

災害、その他特別な事情で国保税の納付が困難な場合は、国保税の減免が受けられる場合がありま
す。早めに役場財政課の窓口にご相談ください。

今月は、国保税第４期の納期です。
納期限は9月30日ですので、納期内に忘れず納めましょう！

▶国保税に関することは・・・・・財　政　課　☎0746（62）0903
▶保険証や医療に関することは・・住　民　課　☎0746（62）0911

【お問い合わせ先】財政課 ☎0746-62-0903
―　お問い合わせ　―

国保税の納付が困難なときはご相談ください・・・

保険証の代わりに「資格証明書」が交付されます。
資格証明書は保険証ではありませんので、お医者さんにかかるときは、いったん医療費を
全額自己負担することになります。
後日、領収書を添えて申請すれば、国保の給付分（7割から8割）の払い戻しを受けられます。

国保の給付分（7割から8割）の全部または一部が差し止めになります。
また、介護保険の第2号被保険者がいる場合は、介護保険の給付も制限される場合があり
ます。

差し止められた国保の給付分（7割から8割）から滞納分が差し引かれます。
また、財産の差し押さえをする場合もあります。

督促状や催告書を送付することがあります。

有効期間の短い「短期被保険者証」が交付されます。

◆ どうしても納付が難しいときは ◆　

国保税の納付は簡単、便利な口座振替がお勧めです！

①納期限を過ぎると

②それでも納めないでいると

③納期限から１年を過ぎると

④納期限から１年６か月を過ぎると

⑤それでも納めないでいると

納税通知書など、預貯金通帳、届出印を持参して、役場指定の金融機関
【南都銀行・新宮信用金庫・奈良県農協・ゆうちょ銀行】へ直接申し込んでく
ださい。

※申込みの手続きは・・・

電話による国民健康保険税納付のご案内 ☎0120-479-207

奈良県国民健康保険税コールセンター業務の実施について

　早期納付による収納率向上及び累積滞納を未然に防止することを
目的として、平成３０年度より奈良県国民健康保険団体連合会では「奈
良県国民健康保険料（税）コールセンター」を設置しています。この
コールセンター業務に十津川村も参加しています。

業務内容

令和元年８月～令和２年３月

実施期間

ＨＡＲＶＥＲ（ハーヴェイ）株式会社

委託業者

電話番号

国民健康保険税について納期限を過ぎても納付の確認ができない人

※納付いただいてから入金確認ができるまでに日数がかかるため、

行き違いで電話をする場合がありますので、あらかじめご了承ください。

対象者

コールセンターが、金融機関名や口座番号を

指定し、振り込みを指示するような案内をす

ることは一切ありません。不審な電話があっ

た場合は、役場財政課までご連絡ください。

振り込め
詐欺に
ご注意を!!



 2019.9 村報とつかわ 18

深
瀬
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

優良特産品：柚子ぽんしょうゆ、梅じゅーす、鮎あぶり、柚べし、骨酒用
鯇あぶり

生産者：有限会社十津川深瀬　代表者　深瀬眞理子さん
　　　　（写真は眞理子さんの母親で生産者の深瀬藤枝さん）
☎　　０７４６－６６－００３１
FAX　０７４６－６６－０２３２
柚子ぽんしょうゆ、鮎あぶりはふるさと納税の返礼品としても取り扱い

―優良特産品の現場から―　vol.5
「十津川村優良特産品」の生産者の皆さんを紹介します。

時間をかけて丁寧に炙ることで黄金色に輝き、
独特の芳ばしい香りがする「鮎あぶり」

優良特産品の数は、村内最多で、どの商品も
十津川村の素材が生かさている
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（敬称略）
人のうごき お

誕
生
日
お
め
で
と
う
！

来月は、「第21回 昴の郷ふれあい物語 」の予定です。お楽しみに♪
来月のとつかわテレビ

今月の「とつかわテレビ」 9月の番組

ダンスが大好きな陽葵、
これからもいっぱい踊ってね★

父…和孝　　母…亜里砂

ひよりち  ば かざと

みなさまのご相談をお待ちしています
☎0747(22)8005

各月第3水曜日に開催!
五條市の北本弁護士による

無料法律相談
各月第３水曜日 14時～17時
役場第１会議室
（場所が変更される場合があります）
※毎月3人まで相談可。（電話予約が必要です）
五條本町法律事務所 北本弁護士まで

偶数月（４・６・８・10・12・２月）
の開催になります。

山本　楓翔ちゃん（小坪瀬）
9月2日生まれ（満2歳）

にぃに達が大好きなかーと君♥
優しく強くたくましく育ってね♪

父…誠　　母…芳子

〇ホテル昴で30周年記念式典
　7月11日、ホテル昴で30周年記念式典が行われ、更谷村長や奈良交通の
植田社長をはじめ多数の来賓にご出席いただきました。３０周年を機に新た
なスタートを切り、十津川観光開発株式会社の益々の発展が期待されます。

○第４4回ジュニアリーダー研修会
　7月１４日、体育文化センターで第４4回ジュニアリーダー研修会が行わ
れ、小学校4年生から6年生までの児童3６人が一泊二日で参加しました。
暑さに負けず夏の思い出となるひとときを過ごしていました。

○揺れ太鼓つり橋まつり
　8月4日、上野地で揺れ太鼓つり橋まつりが行われ、谷瀬のつり橋では迫
力の揺れ太鼓の演奏が行われました。勇敢に演奏する子どもたちに多くの
観客やカメラマンから大きな拍手が送られ、お祭りのフィナーレには打ち上
げ花火が夏の夜空を彩りました。

千　　陽葵ちゃん（大野）
9月13日生まれ（満3歳）

ゆ うみねまわり

わんぱく娘さん
兄ちゃんと仲良くね☆

父…貴史　　母…佳子

おめでたおめでた

おくやみおくやみ

7月辻　彩千華 　27日
父：伸仁　母：智津　（出谷）

（いちか）女

8月熊澤　美月 　4日
父：育人　母：綾夏　（重里）

（みつき）女
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坂口　美富

柳瀬マスエ
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園
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長
】
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】

（敬称略）善意銀行善意銀行
巽　敬造
十津川村社会福祉協議会

峯　　結羽ちゃん（平谷）
8月28日生まれ（満1歳）
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巽　敬造
十津川村社会福祉協議会

峯　　結羽ちゃん（平谷）
8月28日生まれ（満1歳）
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男性 1,658人（-3人）
女性 1,648人（-6人）

集落の絶景

写真：佐古 金一さん（大字平谷）

十津川実りの秋（大字出谷）

使い切らない 空にしない 切らさない　１週間分の備蓄を日常に

●世帯数　1,772世帯（-1世帯）

●人　口　3,261人（-7人）

【令和元年9月１日現在  （　）は前月比】

男性 1,645人（-7人）
女性 1,616人（±0人）

　毎日、日差しが痛く、木陰が恋し
い季節になってきましたね。
　８月に入り、やっと川に行ってき
ました。水が冷たく２０分も入っ
ておれなかったのですが、息子た
ちは３時間ほどずっと入ったり出
たりと楽しんでいました！
　私たちが小・中学生の頃（約２
０年前？）は、夏と言えば「川」でし
たが、最近では川で遊んでいる子
どもたちの声が聞こえなく寂しいな
と感じています。
　もう少しすると、運動会季節。子
どもたちのがんばっている姿を見
るのが楽しみですね！

（中垣　彩）

小原診療所 
　　☎ 0746（63）0040

土曜診療日受付／ 8:30 ～ 11:15

診療所からお知らせ
受付／小　原  8:30 ～ 11:15
　　　上野地 14:00 ～ 15:15

整形外科診療日

診療時間／神納川･東中14:30 ～ 15:30
　　　　　玉垣内14:00 ～ 15:30受付は15時まで

出張診療
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場　所 診　療　日
神納川地区

生活改善センター
東中公民館
玉垣内集会所


